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1.　開催概要

日程：2022年 11月 12日（土），13日（日）
場所：開志専門職大学紫竹山キャンパス
  〒 950–0914 新潟県新潟市中央区紫竹山

6–3–5
大会HP：
https://www.jasmin.jp/zenkoku_taikai/2022_fall/

2.　大会開催にあたり

VUCA（Volatility・Uncertainty・Complexity・
Ambiguity）という言葉に代表されるように，これ
まで全く想定していなかったことが起こる，予測の
難しい時代に突入しています．
変化の激しい時代は，企業，社会にとって脅威で
あると同時に，新たな取り組みを起こす機会ともと
らえることができます．例えば，コロナ禍による働
き方の変化だけでなく，企業や社会にデジタル技術
の浸透が進むことで，さまざまな制約が取れていく
ことも期待されます．このような環境変化の時代に
おいて，一極集中から地域へ，さまざまな形での起
業や新しいビジネスの展開が注目を集めることにな
りました．時代が求めるのは，新たな時代を切り開
くアントレプレナーの存在ではないでしょうか．
今回の研究発表大会では，社会環境や技術の変化
に対し，企業と社会はどのように新たな取り組みを
創造していくのかをテーマとして取り上げます．開
催校である開志専門職大学も，新たな専門職大学制
度のもとで，新設大学として高度な専門性と実務能
力を持つ人材を輩出すべく出発したばかりです．皆
様の活発な発信と交流の場として，大会へのご参加
を心からお待ち申し上げております．

3.　基調講演

基調講演 1：11月 12日（土）午後
「地方の中小製造業に生きる起業家精神」
hakkai株式会社　代表取締役社長　関　聡彦 様

プロフィール：
hakkai株式会社　代表取締役社長
長岡科学技術大学　経営委員
一般社団法人微細加工工業会　副会長
父の創業したプラスチック成形加工メーカーの二
代目として 32歳にて社長就任．自動車，家電，産
業機器，住宅設備，精密機器等幅広い分野に微細加
工技術に裏打ちされた精密プラスチック部品を供
給．日本，及び海外拠点で年間 20億個の製品を生
産中．海外進出，外部資本受入，会社分割・統合，
M&A, 新規事業などを実施．幾多の失敗を経なが
らも 3敗 4勝の精神にて現在に至る．

基調講演 2：11月 13日 （日） 午後
「プラットフォーム戦略論：日本から発信する独自
理論」
早稲田大学ビジネススクール　教授　根来龍之 様

プロフィール：
京都大学文学部哲学科卒業．慶應義塾大学大学
院経営管理研究科（MBA）修了．鉄鋼メーカー，
文教大学などを経て，2001年度より早稲田大学教
授（現職）．早稲田大学 IT戦略研究所所長（現職）．
大学院大学至善館学術顧問（兼務）．経営情報学会
会長，国際CIO学会副会長，組織学会理事・評議
員，Systems Research 誌 Editorial Board，Systems 
Practice誌 International Adviser，英ハル大学客員研
究員，米カリフォルニア大学バークレー校客員研究
員などを歴任．ほかに，エグゼクティブリーダー
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ズ・フォーラム代表幹事，CRM協議会顧問，経済
産業省 IT経営協議会委員，会計検査院契約監視委
員会委員長，IT Japan Award審査員，自動車工業会
JNX運営委員，国際 IT財団理事，日本パブリック
アフェアーズ協会アドバイザーなどとして実業界に
も積極的に関わってきた．
経営情報学会論文賞を 3回受賞している．

4.　懇親会代替イベントについて

本大会ではコロナ禍の影響もあり懇親会は開催い
たしません．その代わりとして，会員交流のための
代替イベントとしてパネルディスカッションを準備
しております．
テーマ：
「アントレプレナーシップ新潟からの発信」
登壇者につきましては，大会HPにて発表いたしま
す．

5.　重要なお知らせ

・今大会は対面・オンラインのハイブリッドの開催
を予定しておりますが，新型コロナウイルス感染
症拡大などの状況をふまえ，オンラインのみの開
催となる可能性があります．
・発表者がご研究の成熟度や志向される議論に応じ
て，発表形式（口頭発表／ポスター発表）を選択
できます．
・発表申込時には予稿原稿の提出が必要となりま
す．
・プログラム編成上の理由により，プログラム委員
会による査読結果をふまえ，口頭発表を選択され
ても，ポスター発表への振替をお願いすることが
あります．
・このほかにも，従来大会からのいくつかの変更点
がございます．大会ホームページをご確認くださ
い．

6.　発表申込・予稿提出・参加申込

発表・参加申込と予稿提出は前述の大会Webサ
イトからお願いします．なお，発表者は参加申込が
必須です．

7.　大会参加費

一度納入された参加費は，いかなる理由があって
も返金いたしかねます．ご了承ください．

［大会参加費］

事前決済 当日決済

正会員 ¥8,000 ¥9,000
学生会員 ¥3,500 ¥4,000
学生非会員 ¥7,000 ¥8,000
非会員 ¥10,000 ¥11,000

（大会申し込みに当たり）
・学生非会員も事前決済が可能です．
・学生会員の入会申込（年額 3,000円）をされた方
が，学生非会員で参加登録するよりお安くなりま
す．詳しくは指導教員にお問い合わせください．
・「名誉会員」・「S会員」の方は，今回大会では「正
会員」と同額の大会参加費となります．
・会期期間中に，会場での当日参加を受付けます．

8.　宿泊案内

大変恐れ入りますが宿泊施設の手配は，各自でお
願いいたします．

9.　昼食案内

会場周辺にはお食事ができるお店が少数しかござ
いません．各自でご用意いただくか，大会にて手配
を予定している弁当をご利用ください（お申込み方
法は別途ご案内）．

10.　お問い合わせ

jasmin2022f@googlegroups.com

11.　アクセス

開志専門職大学紫竹山キャンパスは，JR新潟駅
南口からバス約 6分（約 2 km）
【バス】JR新潟駅南口バスターミナル 1番のりば
「南部営業所行き」乗車 5分
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「弁天橋」バス停下車 徒歩約 1分
https://goo.gl/maps/eLjBJwW15wpUFwod9

ご参考：
開志専門職大学紫竹山キャンパスは，新潟駅から
約 1.7 kmほどしか離れておりませんが，新潟で二
番目に大きな潟（外海と分離してできた湖や沼のこ
と）である鳥屋野潟のそばに立地しております．天
候にもよりますが，自然豊かな風景が楽しめます．

紫竹山キャンパス 7階からの眺め


